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宗 MUNAKATA 材し 平成27年5月 1 日金曜日

平
成
ノ
大
造
営

四
月
一
日
・
ニ
日
（
水
・
木
）
両
日
に
亘
り
春
季
大
祭
が
装

い
も
新
た
に
な
っ
た
御
本
殿
で
斎
行
さ
れ
、
平
日
で
は
あ
っ
た

が
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

ま
ず
、
三
月
三
十
一
日
午
後
五
時
よ
り
総
社
地
主
祭
、
同

六
時
よ
り
宵
宮
祭
を
そ
れ
ぞ
れ
斎
行
し
、
一
日
か
ら
の
大
祭

が
無
事
斎
行
さ
れ
る
様
、
祈
念
さ
れ
た
。

小
雨
降
り
し
き
る
中
、
一
日
午
前
十
一
時
、
正
服
に
威
儀

を
正
し
た
宮
司
以
下
神

職
、
氏
子
奉
幣
使
、
鎮
国

寺
住
職
、
主
基
地
方
風

俗
舞
保
存
会
、
浦
安
舞

奉
仕
者
、
氏
子
総
代
等

が
祓
舎
で
身
を
清
め
御

本
殿
へ
と
参
進
。
高
向
宮

司
が
国
家
鎮
護
・
皇
室

安
泰
・
五
穀
豊
穣
を
祈

念
す
る
祝
詞
を
奏
上
し
、

続
い
て
氏
子
奉
幣
使
の

竺
季
大
祭

っ
｀

斎
行

傘
宗
像
会百

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

口
薗
[
[
]
[

未
来
に
向
け
た
平
和
へ
の
決
意
と
両

国
の
さ
ら
な
る
友
好
を
深
め
る
も
の

と
な
っ
た
▼
今
年
は
終
戦
七
十
周
年
と

い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

隣
国
か
ら
は
安
倍
総
理
の
談
話
や
歴

史
検
証
な
ど
で
両
国
間
の
緊
張
状
態

が
続
い
て
い
る
が
、
靖
国
神
社
も
様
々

な
場
面
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

だ
ろ
う
ァ
そ
も
そ
も
靖
国
神
社
の
社

号
は
明
治
天
皇
の
命
名
に
よ
る
も
の

で
、
「
祖
国
を
平
安
に
す
る
」
「
平
和
な

国
家
を
建
設
す
る
」
と
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
海
外

で
は
そ
の
意
昧
も
わ
か
ら
ず
、
W
a
r

S
h
ri

n
e
 (
戦
争
神
社
）
と
訳
さ
れ
た
り

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
近
年
の
海
外

に
お
け
る
靖
国
神
社
に
対
す
る
偏
見

は
、
今
や
内
政
干
渉
を
遥
か
に
超
え
、

外
交
カ
ー
ド
に
ま
で
発
展
し
て
き
て

い
る
マ
し
か
し
、
本
来
は
靖
国
神
社
こ

そ
最
も
平
和
を
希
求
す
る
神
社
で
あ

る
し
、
今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁

栄
は
、
平
和
を
も
っ
と
も
望
ん
だ
靖
国

の
英
霊
た
ち
の
尊
い
命
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
私
た
ち
は
決
し

て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
終
戦
七
十

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
＿
度
、

靖
国
神
社
の
本
来
の
姿
を
考
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
（
敬
）

神具・装束・授与品

令井済
装束店
〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
フリーダイヤル 0120-075-980

授与品店
〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 01 20-075-820 

木組の家 匠の技

紅‘会社ク江姐
〒81 1-3 4-06福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Oq4-Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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徳
人
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同
・
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島
支
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村
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美
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矢
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竹
虎
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同
・
津
屋
崎
支
所
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田
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沖
ノ
島
清
掃
奉
仕

四
月
十
八
日
（
土
）
、
宗
像
大
こ
に
っ
て
実
施
さ
れ
、
本
年
で
十
五

社
氏
子
青
年
会
（
会
長
1
1
嶺
俊
光
二
凹
目
と
な
る
。

氏
）
の
会
員
二
十
八
名
が
沖
ノ
島
一
本
年
も
晴
天
に
恵
ま
れ
穏
や

へ
渡
島
し
清
掃
奉
仕
を
行
っ
た
。
丁
か
な
波
の
中
、
午
前
八
時
に
鐘

こ
の
清
掃
奉
仕
は
、
年
に
一
度
二
崎
港
を
出
港
、
海
上
を
進
む
こ

五
月
二
十
七
日
に
約
二

0
0

名
：
と
約
二
時
間
で
沖
ノ
島
へ
到
着
。

に
及
ぶ
一
般
参
拝
者
を
受
け
入
二
直
ち
に
海
中
で
楔
を
行
い
、
島
の

れ
る
「
沖
津
宮
現
地
大
祭
」
に
あ
丁
中
腹
に
鎮
座
さ
れ
る
沖
津
宮
へ

向
か
っ
た
。

沖
津
宮
に
て
奉

告
祭
を
斎
行
し
た

後
、
葦
津
禰
宜
よ

り
挨
拶
・
説
明
が
あ

り
、
奉
仕
作
業
を
二
り
清
掃
並
び
に
倒
れ
た
樹
木
の

開
始
。
本
殿
周
辺
：
伐
採
・
水
揚
げ
場
の
整
備
等
、

f
平
素
勤
務
し
て
い
る
一
名
の

神
職
で
は
困
難
な
作
業
を
約

二
時
間
御
奉
仕
頂
い
た
。

作
業
後
は
一
同
波
止
場
で

直
会
を
行
っ
て
労
い
、
沖
ノ
島

の
幽
玄
な
景
観
を
拝
し
な
が

ら
夕
刻
に
は
鐘
崎
港
へ
無
事

到
着
、
本
年
度
の
奉
仕
作
業

を
無
事
終
え
た
。

[: 血臨界に益戸直皿訟＿＿三戸r：ーレ郷か花
生迦期協日えなつし折 た冨直［こ……t:.."]]玉；こ…・・パ••…………•王………・ぶま
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嚢雙腐畏；互靡霞閃塁竺嘉盆閏ビ胃だく、儡靡天寺胄閂史り
り、臀符合晶旦嘉、シ悶烹年；嘉：鸞羞嘉摩閾畠雙ば［五稚L.-
毎法日開、四昂笈こ麿：歪t号塁累抗当謝がり大だ：青
謬喜：＇滋旱 I; 窪畠閾 贔；翌 9 誓立寄胃 9 胃 悶列
日仏釈、光八迎くまと季 え又屏、山参捧道れ年 花

................................................................................................................ 

念子るを大願名束も 行に
し供法行社殿はを‘当わ近
だ達話つかに午装書日れいぷ
のやナこらて前つ はて日
健甘呵鎮担十ナこ雨雨い曜

:、農悶讐：問孟畠旦る。且
振は迄平宗達りの 稚

成舞住稚百像約、天 児
長ゎ職翌ナこ大一稚候 行
をれt'-f丁後社五児な 列
祈、よ列、祈〇装る が
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吟
詠
大
会

西
村
大
地
（
日
の
里
）

佐
保
武
蔵
（
玄
辰
館
）

和
多
顕
伸
（
河
東
）

横
山
直
哉
（
玄
辰
館
）

松
井
茉
由
奈
（
宗
像
東
部
）

大
和
凌
太
（
河
東
）

一
の
、
必
死
の
形
相
で
く
ら
い
つ

：
く
様
子
は
一
人
前
の
剣
士
の
姿

四
月
五
日
、
春
季
恒
例
の
剣
道
大
こ
像
居
合
道
同
好
会
有
志
に
よ
る
模
範
演
二
上
あ
っ
た
。

会
が
玄
海
中
学
校
体
育
館
に
て
行
わ
こ
技
が
披
露
さ
れ
、
緊
張
感
の
あ
る
演
武
一

れ
、
小
学
生
か
ら
中
学
者
の
仔
ま
い
に
見
学
[

生
ま
で
の
剣
士
た
ち
約
者
も
圧
倒
さ
れ
、
緊
一

二
0
0

名
が
日
頃
の
練
張
の
面
持
ち
で
あ
っ
一

習
の
成
果
を
競
っ
た
。
た
。

午
前
九
時
の
開
会
式
試
合
が
始
ま
る
一

に
は
、
参
加
者
・
審
判
と
、
日
頃
稽
古
で
鍛
一

員
・
保
護
者
等
多
く
の
え
た
成
果
を
発
揮
[

人
が
体
育
館
に
集
合
し
、
し
よ
う
と
、
声
を
張
[

大
会
に
先
立
ち
当
大
社
り
上
げ
て
相
手
に
一

神
職
よ
り
お
祓
い
を
受
挑
む
姿
が
、
印
象
的
一

け
、
一
同
宗
像
大
社
を
で
あ
っ
た
。
体
こ
そ
一

遥
拝
し
た
。
そ
の
後
宗
ま
だ
小
さ
い
も
の
i

第
三
十
六
回
春
季
奉
納

四
月
四
日
（
土
）
、
春
季
恒
例
の
神
賑
」
拝
並
び
に
奉
納
吟
が
行
わ
れ
た
。
奉
納
吟
で

行
事
で
あ
る
奉
納
吟
詠
大
会
（
主
催
こ
は
国
民
道
祖
神
の
大
神
に
、
松
口
月
城
先
生

鶴
洲
流
、
宗
家
・
河
野
鶴
磐
）
が
開
催
さ
二
奉
納
の
「
宗
像
宮
」
を
会
員
一
同
で
献
吟
゜

れ
た
。
こ
の
大
会
は
昭
和
五
十
一
年
よ
一
献
吟
後
、
一
同
は
清
明
殿
へ
と
移
動
し
式
典
囁
麟

り
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
三
十
六
こ
か
開
催
さ
れ
、
会
員
各
人
が
日
頃
鍛
え
た
自•` 

回
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
慢
の
の
ど
で
吟
題
に
沿
っ
た
吟
詠
が
順
次
披
露1
1

午
前
十
一
時
、
本
殿
に
お
い
て
鶴
洲
：
さ
れ
た
。
午
後
四
時
に
は
当
大
社
に
お
け
る
＇

会
会
員
約
六
十
名
が
参
集
し
、
正
式
参
一
日
程
を
終
え
、
大
社
を
後
に
し
た
。
〗

元
村

神
谷

史
龍
（
中
央
中
）

菜
月
（
城
山
中
）

に
む

【
小
学
生
】

1

年
生

2

年
生

3

年
生

4

年
生

5

年
生

6

年
生

【
中
学
生
】

男
子

女
子

河
東
少
年
剣
道
教
室

男
子
河
東
中
学
校

女
子
城
山
中
学
校

試
合
結
果
（
優
勝
）

平
成
二
十
七
年
春
季
奉
納

剣
道
芙
会

劃“口「宗像大社短歌大会」のこ‘案内
◆日時平成27年11 月 7日（土） : 〇送り先…〒811-4175 宗像市田久5-25-17
0小中高生の部… 9:30~11:oo ~ 「宗像大社短歌大会」実行委員会事務局 宛
〇一般の部…12:00~15:40 : 「小」「中」「高」「一般」の別を朱書きのこと。

◆会場宗像大社「清明殿」（宗像市田島233 1) : ※事務局の電話＝090(8393)3299

◆応募方法 : ◆選者 小中高生の部＝桜川冴子 （敬称略 •50音順）
〇詠草…小中高生は1人 l 首。 ; 一般の部＝青木昭子・奥睦美・桜川冴子・野田光介
一般は1人2首まで可（未発表のもの厳守）。 : ※講演（一般の部）＝恒成美代子 題目＝「秀歌をよむ」

B4の400字詰め原稿用紙の右半分に楷書で作品（固有名詞i ◆発表平成27年11 月 7 日（土） 大会当日
など難読語にはふりがなを）、左半分に郵便番号・住所（マン：
ション名も）・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記のこと。 ; ◆賞 小中高生の部＝宗像市長賞他
小中高生は学校・学年も明記のこと。 ; 一般の部＝福岡県知事賞他
0出詠料… l首1,000円（定額小為替何も記入しないで下さい）・i ◆主催 「宗像大社短歌大会」実行委員会
小中高生は無料。 : ◆共催毎日新聞社
詠草集および大会資料を大会終了後にお送りしますので、 i ◆後援 福岡県・福岡県教育委員会・宗像市・宗像市教育委員会・
送付用の切手82円 X2枚を作品と同封して下さい。 i 福津市・福津市教育委員会・宗像大社・宗像大社氏子会
〇締切日…一 般＝平成27年8月 31 日（月） （当日消印有効） : ※応募によって得られた個人情報は、本大会以外のことに利用しません。

小中高＝平成27年9月 10 日（木） （当日消印有効） : 
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天
皇
皇
后
両
陛
下

パ
ラ
オ
共
和
国
御
訪
問

S

御
渡
航
安
泰
の
諸
祭
事
を
斎
行
s

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
、
二
臨
時
祭
典
を
斎
行
し
て
お
り
、
当
大
社
に

去
る
四
月
八
日
よ
り
九
日
に
か
け
て
、
こ
ゃ
い
て
も
御
出
発
当
日
の
四
月
八
日
午
前

御
慰
霊
の
思
召
し
を
以
っ
て
吊
琉
（
パ
ラ
了
十
一
時
よ
り
本
殿
に
お
い
て
「
天
皇
皇
后
，
一

オ
）
共
和
国
を
御
訪
問
な
さ
れ
た
。
二
両
陛
下
吊
琉
共
和
国
御
渡
航
行
幸
啓
安
泰
）
．

こ
の
海
外
御
渡
航
に
あ
た
り
、
全
国
一
祈
願
祭
」
が
高
向
宮
司
奉
仕
の
も
と
斎
行
、
『

の
神
社
で
は
両
陛
下
の
御
安
泰
を
祈
る
一
御
渡
航
の
安
泰
と
訪
問
国
と
の
友
好
推
進

川
叶
吐
が
祈
念
さ
れ
た
。

~
 

f
―
―
―
―
―
―
―
―
―
ー
―
―

両
陛
下
は
八
日
夕
刻
に
パ
ラ
オ
に
御
到

着
。
同
国
大
統
領
夫
妻
と
御
会
見
さ
れ
、

同
国
主
催
の
晩
餐
会
で
は
パ
ラ
オ
と
同
じ

く
日
本
の
委
任
統
治
領
と
し
て
戦
禍
に
見

舞
わ
れ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
共
和
国
の
両
大
統
領
と
同
席
さ
れ
、

同
国
と
の
交
流
も
深
め
ら
れ
た
。

翌
九
日
は
、
日
本
軍
約
一
万
人
、
米
軍
約

一
七
0
0
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
ペ
リ
リ
ュ
ー

島
で
日
米
双
方
の
慰
霊
碑
に
供
花
し
追
悼

の
祈
り
を
捧
げ
ら
れ
た
。
ま
た
事
前
に
訪

島
し
て
出
迎
え
る
生
還
者
の
元
日
本
兵
や

遺
族
等
一
人
一
人
に
お
言
葉
を
掛
け
ら
れ
、

予
定
さ
れ
た
日
程
全
て
を
終
え
同
日
夜
無

事
に
還
幸
啓
さ
れ
た
。

四―謬知窃平:3 -... :;.,--;1ー、、7.. ←“―.::,~~芯“干雰

:'4月1日付で、巫女三名が新たに＇ょ｀＇．．
奉職致しましたので、こ‘紹介致します
①名前②生年月日③出身④経歴（学歴

⑤特技（趣昧） ⑥奉職理由 ⑦抱負

き
ど
あ
さ
み

①
城
戸
麻
美

②平成8年6月 18 日 (18歳）
・ユ ③福岡市東区

；＾④私立福岡工業大学付属城東高等学校
⑤音楽鑑賞・読書（小説）・陸上部に所
属していたので体を動かすことも
好きです。

⑥巫女がどんな仕事をしているのか
興昧があり、希望しました。

⑦参拝者の皆様に宗像大社にお参りし
てよかったと感じていただけるよ
ぅ、常に笑顔で明るい巫女になりた
いです。

ふ
じ
た
な
お
み

①
藤
田
直
美

n
 

ヽ
・
ー
、
事

ヽ

②平成8年8月 29 日 (18歳）

③宗像市田久

④県立玄界高等学校

⑤高校ではグランドホッケ一部に所
属し、全国大会にも出場しました。

寝ること。（いつでも寝れます）

⑥幼い頃から祖母に連れられ大社に
何度も参拝し、巫女さんに憧れる
ようになりました。

⑦笑顔を忘れず、参拝される皆様が、
穏やかな気持ちになっていただ
けるよう精一杯頑張ります。

.—` ｀ー ＇’-一ー・91 .,_ 

②平成8年 10月 3 日 (18歳）

③遠賀郡芦屋町

④私立折尾愛真高等学校

⑤バドミントン・音楽鑑賞・高校
は保育科で子供が大好きです。

⑥神社にお参りし巫女さんの姿
を目にし憧れを抱き、働きた
いと思ったからです。

t 

⑦常に笑顔で参拝者を迎え、丁寧
な対応ができる巫女になれる
ように努力したいです。

＂こ．．會『｀ • },-~ • 
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今
後
は
拝
殿
と
し
て
使
用

し
て
い
た
建
物
も
解
体
し
、

本
殿
西
側
が
旧
に
復
さ
れ
る

予
定
。

し
た
。

仮
本
殿
を
撤
去

終
え
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

た
仮
本
殿
を
撤
去
す
る
作
業

が
三
月
二
十
三
日
か
ら
四
日

間
か
け
て
行
わ
れ
た
。

今
回
は
、
社
殿
が
設
け
ら

れ
て
い
た
石
積
み
部
分
の
撤

去
と
、
取
囲
む
植
栽
の
移
植

を
行
っ
た
。

石
積
み
の
石
は
今
後
の
境

内
整
備
の
為
に
神
社
に
て
保

管
し
て
お
り
、
植
栽
に
つ
い
て

は
第
一
駐
車
場
付
近
に
移
植

昨
年
末
に
本
殿
遷
座
祭
を

今
は
平
地
と
な
っ
て
い
る

先
ず
、
植
栽
を
取
り
除
い
た

時
満
ち
て
道
ひ
ら
く

造
営
日
記
⑯

石
積
み
を
撤
去
し
た

第
一
駐
車
場
付
近
へ
移
植
中

三
0
0

、

0
0
0
円

福
津
市
若
崎
祥
知
子

二
0
、

0
0
0
円

太
宰
府
市
吉
武
剛

1
0、
0
0
0
円

芦
屋
町
渡
辺
信
也

綾
町
み
ち
ひ
ら
き
綾
分
講

徳
留
教
善

宇
都
宮
市
佐
藤
俊
彦

北
九
州
市
吉
本
幸
一

北
九
州
市
高
崎
政
弘

佐
賀
市
内
川
慎
三

名
古
屋
市
朝
涼
法
律
事
務
所

代
表
弁
護
士
森
田
尚
男

福
島
市
相
川
健

松
本
市
黒
川
徹

宗
像
市
力
丸
正
弘

五
、0
0
0
円

茨
木
市
占
部
博

柏
崎
市
大
田
健
太
郎

北
九
州
市
長
田
ゆ
き

京
都
市
朝
倉
正
夫

神
戸
市
中
村
吉
貴

佐
世
保
市
前
田
陽
子

墨
田
区
（
株
）
ベ
イ
ビ
ィ
ジ
ェ
イ

三
、0
0
0
円

福
岡
市
船
越
法
子

三
照
市
福
地
潤
子

二
、0
0
0
円

上
毛
町
入
江
聖
奈
子

宇
部
市
正
木
恵
司

大
野
城
市
松
井
七
央

北
九
州
市
高
瀬
松
之
助

北
九
州
市

北
九
州
市

北
九
州
市

北
九
州
市

下
関
市

新
宮
町

西
宮
市

福
岡
市

福
岡
市

高
瀬
久
喜
子

高
瀬
有
衣
子

高
瀬
圭
二
郎

田
中
和
雄

大
木
憲
司

籾
井
政
一

瀧
修
一

牧
真
志

河
合
慎
知
子

河
合
智
聡

加
藤
繁
樹

竹
田
一
哉

小
池
政
美

三
宅
秀
和

大
塚
利
雄

冒
試
麟
＇

一
宗
像
市

＿
占
部
英
和
―
寺
島

ー
大
後
戸
エ
ミ
子
ー
寺
島

一
谷
口
光
広
一
花
田

一
寺
島
昭
夫
一
舟
越

一
寺
嶋
輝
次
一
大
和

＿
寺
嶋
克
己
「
山
脇

一
寺
嶋
孝
弘
一
山
脇

＿
寺
嶋
直
利
―
山
脇

ー
寺
嶋
伸
行
一
山
脇

＿
寺
嶋
秀
樹
―
山
脇

ー
寺
嶋
英
敏
一
山
脇

＿
寺
嶋
博
幸
一
山
脇

一
寺
嶋
学
一

福
岡
市

福
岡
市

福
岡
市

福
岡
市

横
浜
市

芳雅 慎 重康信正一康満
邦暢昇司純樹平隆之則文次
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校れれてぃ！二学に型の乱兜； 焼が
さるfこいた汀校転焼プし‘ けい
せ度。るがかがが夷口て焼 てた
らに 机、な焼っ弾ぺいけ い大
............................................................................................................................................. 
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亡；ぷ 9 委繁害宏乞晨饂図｀笈魯。；、閾墨特胄閂号冒贔夏氣
食さ、房火—‘両翌何氣賃畠t ：胃亨望羞伝皇
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.................................................................................................................................................................................... 
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て木た地＾い石中機木撃終出ー 29 り 態二
茎関盃摩閏歪溢雷盆霜麿戦霞翡撃と言え醤
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さ
て
十
年

299 

い
し
い
た
だ
し



一
宗
像
市
多
膿
早
川
祥
三

二
椎
児
の
列
神
の
御
前
の
親
心
ゆ
れ
る
錦
の
鯉
心
字
池

8
-顧

一
一
詠
み
た
い
対
象
が
多
い
が
、
焦
点
を
―
つ
に
絞
っ
て
。
〈
稚
児
行
列

金
二
斎
庭
の
池
の
ほ
と
り
過
ぐ
見
守
る
親
の
集
ま
る
前
を
〉
と
し
て
み
た
。

一

日
i
1
]

宗
像
市
池
田
森
龍
子

5

畳
i
庭
中
の
樹
々
躍
り
立
ち
満
開
の
白
梅
闇
に
主
役
を
果
す

月
[
年
一
宗
像
市
宮
田
山
本
静
子
~

2
7

万
作
の
大
き
に
咲
け
る
は
初
め
て
と
仰
ぐ
黄
花
に
朝
日
さ
し
来
つ
[
'
幻
想
的
な
景
が
魅
力
的
。
梅
が
際
立
つ
様
に
樹
々
を
抑
え
〈
庭
木
々

頸
一
ー
愛
情
深
く
花
を
詠
む
作
者
。
行
為
が
感
動
を
表
す
よ
う
に
し
て
二
の
躍
れ
る
や
う
な
闇
の
な
か
主
役
を
演
ず
咲
く
白
梅
は
〉
と
し
た
。

二
み
た
。
〈
万
作
の
大
き
く
咲
く
は
初
め
て
と
朝
日
に
映
え
る
黄
一
北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ

]
心
地
よ
き
三
時
間
余
の
ド
ラ
イ
ブ
の
果
て
に
気
づ
き
ぬ
免
許
証
忘
れ

一
宗
像
市
日
の
里
と
秋
吉
嘉
範
；
パ
あ
る
あ
る
と
共
感
。
ド
ラ
イ
ブ
で
は
運
転
者
が
曖
昧
、
〈
心
地
よ

一
石
丸
の
丘
に
眠
れ
し
佐
三
翁
誘
致
し
大
学
永
遠
に
見
守
る
」
＜
運
転
し
た
る
三
時
間
の
後
で
ー
〉
に
。

一
―
尊
敬
す
る
佐
三
翁
と
長
く
勤
め
た
大
学
を
詠
ん
だ
一
首
。
｀
◆
選
者
詠

竺
一□汀□冒

o
Pて
い
る
。
二
句
〈
丘
に
眠
れ
る
〉
四
句
〈
誘
致
せ
彗
g
t
`
`
』

□
□日
り
[
[
い
汀
碍

A
 

A
T―
北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

A

一
人
生
の
終
着
施
設
に
要
支
援
漢
字
を
一
字
パ
ズ
ル
で
脳
ト
レ
[

K

C

 

z
 

M
L

人
生
の
終
着
と
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
作
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
[

一
は
若
々
し
い
。
言
葉
を
整
理
し
、
〈
晩
年
を
過
ご
す
と
住
ま
う
施
[

宗
―
設
に
て
漢
字
パ
ズ
ル
で
脳
ト
レ
に
励
む
〉
と
し
た
。
一

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
一

）
小
正
月
の
雨
き
ら
き
ら
し
あ
た
ら
し
き
屋
根
に
踊
れ
り
宗
像
大
社
[

一
丁
・

恕
葺
き
替
え
た
屋
根
に
光
り
な
が
ら
落
ち
る
雨
。
新
年
ら
し
い
景
。
[

1
L
二
句
は
切
ら
ず
に
〈
き
ら
き
ら
と
〉
。

『
二
臼
直
<
`
`
`

ニ
な
ん
と
□く
：
さ
に
し

]
Hるケ
い
止
時
計
不
毛
地
[
ぃ
い
[

□な
り

5

漠
然
と
し
た
不
安
の
表
現
が
上
手
い
。
砂
の
色
に
は
不
毛
地
帯
[

ー

6
-
第
で
は
な
く
砂
漠
の
名
が
出
せ
る
と
良
い
。
~

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月
2
5
日
メ
切

福岡県指定文化財
指定記念特別公開

子弄九—

歌人たちの競演
宗像大社所蔵

五紐の三十六歌仙図扁額

◆会期

◆時間
◆会場
◆拝観料

～平成27年5月 31 日（日）迄
9:00~16:30 （入場は 16:00迄）

宗像大社神宝館3階展示室

0大人 500円

0大学・高校生 300円

0中・小学生 200円

15名以上は 1 名に付100円引

※三階展示室の展示替え作業のため、下記日程は

1 階・ 2階展示室のみの拝観となります。

どうぞ御了承下さい。

◆会期後 6月 1 日（月）～ 3 日（水）

F

句品
集

宗
像
市
武
丸
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—·1礼甜J川·—

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

つきなみ

1 • 15日月次祭
午前10時～高宮祭、第二宮・第三宮祭

宗像護国神社祭 (1 日）

午前 11 時～総社祭

浦安舞奉奏(1日）豊栄舞奉奏(1 5 日）
...................................................................................... 

【大島・中津宮】

3 日 沖・中両宮春季大祭
午前 9 時～沖津宮大祭 於＝大島・沖津宮遥拝所

午前 11 時～中津宮大祭
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
5 日五月・浜宮祭
午前10時30分～浜宮祭於＝宗像市神湊浜宮

午前 11 時～ 五月祭於＝宗像市江口五月宮
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
27日沖津宮現地大祭
午前7時大島港出港於＝沖ノ島・沖津宮
....................................................................................... 




